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性感染症予防啓発ポスターの送付について 

 

今般、性感染症の予防啓発を目的として、厚生労働省により標記ポスター、関連Ｑ＆Ａが

作成されましたのでお送りいたします。 

つきましては、貴会におかれましてもご活用いただきますようお願い申し上げます 

なお、同ポスターは、厚生労働省ホームページに掲載されておりますことを申し添えます。 

 

 

＜厚生労働省 性感染症に関するホームページ＞ 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou / 

 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou/


別 紙 

平成 24 年度 性感染症予防啓発ポスターの作成について 

 

○テーマ 

オーラルセックス（口腔性交）でも性感染症に感染することの啓発 
 

○主なターゲットとする年代 
  10 代後半～30 代 
 

○作成趣旨 

昨年度改正した「性感染症に関する特定感染症予防指針」（平成 24 年 1 月 19 日厚生労
働省告示第 19 号）においては、下記のような近年の性行動の多様化、性感染症を取り巻
く状況の変化等を踏まえ、新たにオーラルセックス（口腔性交）に着目した記載が追加

されている。 
・性感染症は膣性交、オーラルセックス（口腔性交）、肛門性交等の性的接触を介して感

染する。 
 ・10 代後半～30 代では性交経験者のうち約 7割がオーラルセックス（口腔性交）の経験

があり、オーラルセックス（口腔性交）は妊娠しない性交として、コンドームなしに
行われる傾向にある（オーラルセックス（口腔性交）でのコンドーム使用率約 2 割）。 

 ・性器淋菌感染症者の 10～30％、性器クラミジア感染症者の 10～20％で咽頭からも菌が
検出されている。 

 ・性感染症は自覚症状が出にくいと言われているが、咽頭への感染はさらに自覚症状が
乏しいことから、感染に気付かないまま性行為を行っていることが想定され、感染ま
ん延につながる可能性がある。 

 
  これらのことから、オーラルセックス（口腔性交）についても性感染症のリスクのあ
る性行為であることを認識してもらうことが重要であるため、まずはリスクがある行為
であることを啓発する目的として本ポスターを作成した。 

 
○表現内容 
  オーラルセックス（口腔性交）は性感染症のリスクのある行為であることを認識して
もらうため、私たちの生活の中で身近でかつ注意喚起のシンボルとして認知されている
信号機を用いて表現している。 
赤信号（危険な行為）：無防備なオーラルセックス（口腔性交） 
青信号（安全な行為）：予防行動のとれた性行為 

 
○その他 
 ・厚労省性感染症 HP に「オーラルセックス（口腔性交）による性感染症に関する Q＆A」

を掲載します。 
  http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou/ 

 ・政府広報 1 月号のインターネットテレビで本テーマを含む性感染症予防について掲載
します。（URL については後日連絡します。） 

 
○参考 
（１）過去の啓発ポスターのテーマ 
  ①平成 22 年度：若年層への性感染症検査勧奨 
  ②平成 23 年度：パートナーへの性感染症検査･受診勧奨 

（２）参考文献 
  ①性感染症に関する予防、治療の体系化に関する研究 平成 23 年度 総括研究報告書 
  ②日本性感染症学会誌 第 22 巻 第 1 号 性感染症 診断･治療ガイドライン 2011 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou/




オーラルセックス（口腔性交）による性感染症に関するＱ＆Ａ

　オーラルセックス（口腔性交）とはどんな行為ですか。Ｑ１

　口又は舌を使って相手の性器を刺激する行為です。Ａ１

　オーラルセックス（口腔性交）で性感染症に感染したらどうなりますか。Ｑ２

　オーラルセックスにより性感染症に感染するということには2つの意味があります。ひとつは、「性器にいる病原体がオーラルセックスにより口腔内に感染

を起こす」という意味、もうひとつは「口腔内にいる病原体が性器に感染を起こす」という意味です。どちらの場合も、自覚症状がある場合とない場合とがあ

ります。 　特にオーラルセックスで、性器から口腔に感染した場合は無症状のことが多いので、自分が感染していることに気付かないままに、更に別の性

交渉相手にオーラルセックスを介して性器に感染させてしまうことがあります。

Ａ２

　オーラルセックス（口腔性交）によりどんな性感染症に感染するのですか。Ｑ３

　オーラルセックスで感染する性感染症には淋菌感染症、クラミジア感染症、ヘルペス感染症、梅毒などがあります。

　これらの病気の概要を説明します。

Ａ３

　淋菌感染症：淋菌という菌が引き起こす病気です。男性では尿道炎（尿の出始めの痛み、陰茎の尿道口からの黄色で粘い膿）、女性では子宮頸管

炎（帯下増、約半数で無症状）が起こります。潜伏期間（感染機会から症状が出るまで）は2～7日ですが、女性では、自覚症状がないまま、骨盤腹膜

炎で発症し、強い下腹部痛をきたすことがあります。更に上腹部まで感染が進展すると肝臓周囲炎を起こし、激烈な上腹部痛をきたします。治療には

抗菌薬が用いられ、単回投与（注射）で尿道炎や子宮頸管炎は治る場合が多いのですが、腹膜炎になると入院治療が必要となる場合があります。

(1)

　クラミジア感染症：クラミジア・トラコマティスという菌が引き起こす病気です。淋菌感染症と同様の感染部位ですが、潜伏期間は1～3週間ですが、男

性の尿道炎でも症状は弱く、半数が気付かないまま保菌しています。より深部の精巣上体炎（陰嚢内容が腫れて痛くなる）で発症することもあります。

女性でも7～8割が子宮頸管炎の状態では気付かず、腹膜炎症状で発症することも少なくありません。症状がないままに卵管癒着等が起こり不妊症

の原因となることもあります。治療は深部感染に至っていなければ、抗菌薬の内服で治すことができますが、精巣上体炎や腹膜炎では、かなり長期

の投薬が必要です。

(2)

　ヘルペス感染症：単純ヘルペスウイルスは口唇や口腔内に水疱・潰瘍をきたし、この感染症は痛みを伴い、治っても再発を繰り返します。症状がな

い時でもウイルスの排泄は続いているといわれ、オーラルセックスでこのウイルスが性器に感染し、2～5日の潜伏期を経て性器ヘルペスとして男性で

は亀頭や包皮に、女性では陰唇を中心に水疱・潰瘍・痛みをもたらします。治療には抗ウイルス薬の投与が行われます。

(3)

　梅毒：口唇・口腔内にも梅毒病変ができることがあり、梅毒トレポネーマという菌がオーラルセックスによって、性器に病変を作ります。性行為後約3

週間の潜伏期を経て男性では陰茎亀頭部やその上の包皮、女性では陰唇部に初期硬結という痛みのない硬い病変ができ、次第に崩れ、硬性下疳と

呼ばれるやはり無痛の潰瘍となります。この病変は自然に吸収され良くなりますが、病気が治ったわけではなく、そのあと全身感染となり、約3か月後

にはⅡ期病変と呼ばれる手のひら・足の裏を中心に乾いた発疹が現れ、進んでいきます。治療には抗菌薬が使われます。

(4)

　オーラルセックス（口腔性交）による性感染症はどのくらいあるのですか。Ｑ４

　性交渉の際にオーラルセックスを行うカップルは特に若い世代に多く、調査の結果では７割以上で行われており、その際にコンドームを使用するのは2割

程度という調査報告があります。

　また、性器に淋菌をもっている人の10～30％、クラミジアをもっている人の10～20％で、口腔内にもこれらの菌が認められると報告されています。

　このため、オーラルセックスにより性感染症が拡がることが懸念されています。

Ａ４

　オーラルセックス（口腔性交）による性感染症の心配があった場合はどこに受診すればよいですか。Ｑ５

　性感染症は一般的に男性では泌尿器科又は皮膚科、女性では産婦人科で診察されており、また、口腔内の性感染症に関しては耳鼻咽喉科で診察して

いる場合もあります。予め電話してから受診することをお勧めします。

Ａ５

　オーラルセックス（口腔性交）による性感染症の検査はどんな検査をするのですか。Ｑ６

　最近では、男性なら初尿と咽頭擦過検体の両方を、女性なら子宮頸管擦過検体と咽頭擦過検体の両方を検査することが多くなってきています。咽頭擦

過検体の代わりに咽頭うがい液で口腔内に菌がいないかどうかを調べることの方が菌を見つけやすいという報告もあります。

Ａ６

　オーラルセックス（口腔性交）で性感染症に感染しないためにはどうすればよいですか、予防方法はありますか。Ｑ７

　男性用コンドームを陰茎に装着することや、女性の性器にラップ等を使用することで感染のリスクを低くすることができます。ヘルペス感染症のように皮膚

と皮膚の接触でも感染するものについては、コンドームやラップ等で防ぎきれない場合もありますので、性器や口腔周囲に異変を感じる時は、オーラルセッ

クス（口腔性交）を含めた性行為を差し控え、早期に医療機関を受診することが望まれます。

Ａ７

　キスだけでも性感染症はうつりますか。Ｑ８
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〒100-8916 東京都千代田区霞が関1-2-2 電話：03-5253-1111（代表）

Copyright © Ministry of Health, Labour and Welfare, All Right reserved.

（このＱ＆Ａは、厚生労働科学研究の「性感染症に関する特定感染症予防指針に基づく対策の推進に関する研究班（代表研究者：荒川創一教授）」の協力により

作成されました。）

　仮にパートナーが口腔内に淋菌やクラミジアを有していても、通常のキス程度であれば感染が成立するほどの暴露がないため、感染リスクは極めて低い

と言えます。ただし、ヘルペス感染症のように皮膚と皮膚の接触でも伝播するものについては、キスする際に皮膚が接触することで感染する可能性があり

ます。

Ａ８

　性感染症について相談できる機関はありますか。Ｑ９

　性感染症については、全国の保健所で相談することができます。「性感染症について相談したい」旨を伝えれば担当者につながります。

　保健所の連絡先： http://www.phcd.jp/HClist/HClist-top.html（全国保健所長会ＨＰ）

　また、厚生労働省では性感染症も含めた感染症全般について相談をお受けしています。

　電話番号：03(5299)3306

　受付時間：午前9時～午後5時（土日祝日及び年末年始を除く）

Ａ９

※2013年4月1日から電話番号が変更することがあります。

※行政に関するご意見・ご質問は受け付けておりません。
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